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Z
L
て
の
経
済
静
態
に
勺
い
て
考
へ
て
見
ょ
う
ご
忠
ふ
。
正
常
放
態
又
は
自
然
蹴
態
は
従
来
、

自
由
競
守

ω行
は
れ
選

L
て
‘
落
ち
つ
く
所
に
落
ち
着
げ
る
航
路
で
あ
h
、
所
謂
正
信
網
椅
又
は
自
然
酬
明
絡

ω存

立
L
て
ゐ
る
mm
践
で
あ
る
ご
認
め
ら
れ

τ
ぬ
る
。
而
L
て
多
〈
の
場
合
.
そ
れ
が
即
ち
静
態
又
は
静
的
緩
演
で
あ

る
己
目
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
、
な
は
考
ふ
る
に
、
所
謂
正
常
備
格
又
は
自
然
倒
格
三
百
ふ
は
大
抵
利
子
を
も

偽
ふ
に
足
る
村
い
け
の
附
間
格
で
あ
ち
‘
従
ひ
て
私

ω純
粋
静
銭
的
問
問
格
で
は
な
い
九
従
ひ
て
此
正
常
債
格
の
存
立
す

る
が
如
き
経
済
の
姿
は
純
粋
静
態
よ
り
区
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
・
ぞ
れ
故
に
私
は
そ
れ
に
正
常
静
態
の
名

稗
を
山
県
へ
ょ
う
〆
古
す
る
C

そ
れ
を
一
都
の
静
態
ご
し

τ見
る
ん
り
は
、
自
由
競
弔
干
の
進
行
し
た
る
結
果
ご
[
て
成
立

し
、
且
つ
新
な
る
旋
動

ω生
じ
難
き
姿
に
あ
る
が
放
で
あ
る
こ
吉
、
前
惑
の
如
〈
で
あ
る
。

正
常
静
践
の
批
判
徴
ず
も
見
る
べ
語
翻
は
、
利
子
ゐ
れ
ど
も
企
業
利
潤
の
存
せ

F
る
こ
己
で
あ
る
。
濁
占
利
潤
の



そ
こ
に
存
し
う
る
こ
芭
は
し
ば
ら
く
措
〈
。
企
業
利
潤
の
存
せ
玄
る
は
同
一
産
業
分
校
に
風
す
る
す
べ
て
の
企
業

が
皆
同
じ
き
生
産
方
法
を
用
ふ
る
が
故
で
あ
る
。
此
一
貼
に
於
て
は
、
か
の
純
粋
静
越
正
共
通
で
あ
る
が
、

さ

て

然
ら
ば
、
生
産
方
法
が
す
ぺ
て
同
一
に
て
あ
h
な
が
ら
・
而
し
て
等
し
〈
競
争
の
落
も
つ
き
先
で
あ
り
な
・
が
ら
・

一
方
に
於

τは
利
子
が
な
〈
、
他
方
に
於
て
は
利
子
が
ゐ
る
芭
云
ふ
の
は
如
何
な
る
事
情
仁
よ
る
か
。

曲
面
別
は
一
に
競
争
が
主
こ
ま
で
行
き
議
し
て
ゐ
る
か
の
貼
に
あ
る
。

一
花
ぴ
動
的
放
態
が
つ
hv

き
利
子
が
成

立
し
た
る
以
上
、
特
に
資
本
家
己
企
業
者
ご
の
分
化
が
行
は
れ
て
ゐ
る
以
上
、
生
産
方
法
が
す
べ
て
一
様
に
な
る

ご
し
に
ご
こ
ろ
で
、
利
子
が
一
皐
じ
し
て
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
、
生
産
方
法
の
均
等
は
ま
づ
企
業
利
潤
を
消
滅

せ
し
な
れ
y
」
も
利
子
を
残
存
せ
し
め
る
、
競
府
す
が
久
し
〈
存
続
し
自
傍
企
業
者
の
資
本
蓄
積
が
進
行
す
る
に
つ
れ

て
は
じ
め
て
、
刺
子
も
消
滅
す
ぺ
き
で
あ
る
o

か
(
τ
、
競
守
に
よ
り
て
ま
づ
正
常
静
態
が
確
立
し
・
こ
れ
を
や

ぷ
ち
て
ま
で
競
窃
が
進
む
な
ら
は
究
極
に
於

τ純
粋
静
態
が
成
立
す
る
ピ
見
た
い
。

A
工
定
の
産
業
分
校
を
ご
り
て
考
へ
る
。
前
に
描
叫
べ
た
る
が
如
〈
、
依
件
が
一
定
し
て
ゐ
る
場
令
仁
は
競
争
が

結
局
、

各
企
業
の
生
産
方
法
を
同
一
の
も
り
た
ら
し
め
る
o

此
迫
感
の
遂
行
は
も
ご
よ
り
積
々
な
る
抵
抗
に
で
ゐ

ふ
に
し
て
も
・
相
骨
闘
の
時
期
の
徐
に
は
質
現
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
3
0
而
も
若
し
、
自
己
の
資
本
を
運
用
す
る
企
業

者
が
相
手
を
市
場
よ
り
駆
逐
せ
む
が
た
め
に
利
子
を
合
ま
F
る
ご
こ
ろ

ω生
産
費
に
於
て
供
給
す
る
E
す
る
。
若

し
此
供
給
の
み
に
よ
h
τ
枇
曾
の
金
需
要
に
臆
じ

F

フ
る
な
ら
ば
調
格
は
此
生
産
費
ま
で
に
低
下
し
、

か
〈
て
他

論

叢

組
掛
静
麗
に
nJ

い
て

第
二
十
七
巻

-
丸
五

第

量斑

四
七
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人
の
資
本
を
借
入
れ
て
経
由
ま
る
、
企
業
は
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
ゐ
ら
う
o

而
し
て
此
産
業
分
校
に
於
て
は

企
業
利
潤
も
な
(
、
利
子
を
支
抑
ふ
に
け
の
超
提
俄
剰
が
な
い
。
併
し
な
が
ら
・
若
し
、
自
己
凶
資
本
を
以
で
す

る
企
業

ω生
産
物
の
み
を
以
て
し
て
は
枇
曾
の
需
要
に
殿
宇
る
に
足
ら
中
ご
せ
よ
、
而
し
て
こ
れ
に
廊

ι謹
す
が

品
岬
仁
以
、
資
本
を
借
入
れ

τ経
饗
す
る
ど
こ
ろ
の
企
業
り
生
産
物
を
必
要
ご
す
る
ご
せ
よ
。
田
明
格
は
需
要
を
み
た

L
う
る
だ
け
の
数
量
を
供
給
す
る
に
要
す
る
最
高
生
産
貨
に
於

τ定
ま
る
、
従
ひ

τ・
利
子
を
補
償
す
る

πけ
の

高
さ
に
於
て
定
ま
る
筈
で
あ
る
o

加
之
、
自
答
企
業
の
生
産
物
の
み
を
以

τ枇
曾
的
金
需
要
に
廊
じ
う
る
正
し
て

も
、
な
は
自
管
企
業
者

ω態
度
が
十
分
に
競
争
的
な
ら
F
る
こ
Z
が
め
ち
得
る
。
却
も
競
守
が
消
極
的
に
し
て
、

自
己

ω利
盆
を
防
衛
せ
h
U
A
持
に
の
み
借
ま
れ
、
攻
撃
的
積
極
的
に
、
品
明
日
の
利
盆
を
期
L
て
先
づ
相
手
を
廊
漆
す

る
ほ
ど
の
意
気
込
を
以
て
笹
ま
れ
4
7
E

せ
よ
。
自
管
企
業
者
ご
い
へ
ど
も
、
利
子
の
全
部
を
す
て
去
る
ほ
ど
ま
で

に
は
供
給
倒
椅
を
引
下
げ
旧
制
で
あ
ら
う
。
此
場
合
に
於
工
も
亦
利
子
は
消
滅
せ
す
、
あ
る
高
さ
に
於
て
残
存
し

F

コ

る
。
特
に
今
日
の
株
式
企
業
に
於
て
株
主
が
配
嘗
の
高
き
を
願
ひ
其
消
滅
を
一
時
党

h
E
も
喜
ば

F
る
獄
況
に
於

て
然
h
。

現
在
の
資
本
主
義
的
経
済
の
組
織
に
於
て
は
、
自
己
的
資
本
を
以
て
す
る
企
業
は
す
ぺ
て
の
企
業
の
一
部
分
に

過
ぎ
泊
。
従
ひ
て
こ
の
ま
、
の
事
情
の
下
に
於
て
な
ら
ば
般
に
相
互
の
競
容
が
生
産
方
訟
を
同
一
な
ら
し
め
、
生

護
費
を
均
等
な
ら
し
め
る
ご
し
て
も
、
自
管
企
業
の
生
産
物
が
金
需
要
に
臆
十
る
に
足

ι十
、
従
ひ
て
債
格
は
利



子
を
合
め
允
る
生
産
費
に
務
付
〈
こ

Z
Z
な
る
で
あ
ら
う
、
所
謂
生
産
圃
慣
椅
が
そ

ω
場
合
的
調
格
正
見
ら
れ
う

る
。
此
山
り
如
宮
山
肌
般
に
あ
り
て
、
所
得
ご
消
費
ピ
の
合
一
卸
も
均
等
が
め
れ
ば
所
調
正
憶
な
ゐ
静
M
m
が
成
立
す
る

わ
け
で
ゐ
る
。
今
日

ω企
業

ω頗
る
大
な
る
部
分
が
株
式
企
楽
で
あ
る

4
Z
は
明
白
で
ゐ
る
、
然
れ
ど
も
、
株
式

曾
枇
内
重
伎
は
其
地
位
を
保
た
hvが
錦
に
は
、
株
主
り
意
向
に
背
〈
こ
芭
憶
は
す
、
株
主
り
受
取
る
問
嘗
.
は
宇
は

利
子
の
性
質
を
有
L
、
彼
等
は
常
に
そ

ω増
加
を

ωみ
希
些
す
る
、
従

υて
、
此
利
子
を
す
て
、
ま
で
、
競
舎
の

態
度
に
出
る

-
-
t
宇
喜
ば
ぬ
。
且
つ
ま
に
、
株
式
企
業
は
自
己

ω
資
本
積
立
以
外
、
常
に
多
額

ω
負
債
を
有
仁
、

そ

ω運
刈
じ
よ
り

τ事
業
e
f
替
む
、

か
る
が
放
に
、
そ
れ
は
自
己
内
資
本
り
み
に
よ
h
τ
存
立
す
ご
も
云
ひ
が
た

v
o
か
く

τ、
現
在

ω組
織
叫
ま
、
に
於

υ
る
静
態
が
成
立
し
う
る
Z
す
れ
ば
、
純
粋
静
態
で
ゐ
る
よ
・
り
も
、
地
T

み
正
前
静
践
で
ゐ
る
。
た
い
競
争
が
理
想
型
的
に
攻
撃
的
性
質
を
帯
ぴ
る
ご
す
れ
ば
、
勢
.
純
粋
静
態
以
外
の
静

態
は
成
立
し
得
守
正
一
式
ム
の
み
。

此
正
常
静
践
に
於
て
は
利
子
が
す
べ
て

ω産
業
品
川
技
を
混
じ
て
、
又
す
ぺ
て
の
企
業
を
通
じ
て
一
様
で
あ
る
は

宇
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
同
一
産
業
分
校
に
岡
崎
す
る
数
多
的
企
業
は
皆
川
一
の
徐
剰
を
ゐ
や
る
が
故
に
、
借
手
の

競
崎
市
の
結
川
端
、
同
一
の
利
子
歩
合
に
℃
借
入
れ
る
で
ゐ
ら
う
。
ヌ
数
多
ω
R
7
技
り
中
、

一
部
分

ω
も
の
が
特
に
高

き
利
潤
を
あ
げ
高
き
刺
子
歩
合
を
支
惜
別
ム
ご
す
れ
ば
、
他

ω品
川
技
か
ら
資
本
が
流
入
し
て
供
給
の
上
の
競
守
が
盛

Z
な
り
、
従
ひ

τ利
潤
M
Y
低
下
す
る
‘
利
子
も
亦
低
下
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
。
此
二
積
の
運
動
が
不
断
に
行
は
る
、
結

f市

護

組
済
静
態
に
つ
い
で

第
二
十
七
巻

一
九
七

務

規

回

ゴL
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議

翻
隣
静
態
に
つ
い
て

第
二
十
七
血
管

九
J、

第

漉

主王。

呆
は
‘
す
吋
て
の
分
枝
を
通
じ

τ同
一
の
利
子
歩
合
が
支
配
す
る
こ
ど
、
な
る
で
む
ら
う
。
こ
の
こ
ピ
は
、

面

か
ら
鬼
れ
ば
、
資
本
の
用
役
ピ
云
ふ
部
分
財
が
如
何
な
る
産
業
分
技
に
供
給
せ
ら
る
、
に
せ
よ
、
皆
同
一
の
贋
格

を
有
す
吉
一
再
ふ
事
賞
じ
外
な
ら
向
。
而
も
同
一
の
命
題
は
他
の
生
産
財
、
ニ
ピ
に
労
働
に
つ
い

τも
あ

τ
は
ま

る
。
同
種
の
努
働
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
如
何
な
る
産
業
妙
技
に
供
給
せ
ら
る
、
に
せ
よ
、
皆
同
一
な
る
勢
銀

を
支
抑
は
れ
る
。

百
て
・
今
此
正
桔
静
態
に
つ
レ

τ、
債
格
り
構
成
要
素
を
吟
除

L
、
穏
な
な
る
産
業
部
門
岡
山
生
産
物
数
量

ω

問
に
如
何
な
る
閥
係

ω存
す
る
か
を
見
よ
，
フ
。
ニ
れ
ご
闘
嚇
し
て
、
調
椛
ご
他
り
経
済
的
事
象
間
り
相
互
的
関
係

を
も
明
に
し
た
い
Z
瓜
ふ
。

I
r
p
 

F

等
な
ら
び
に
P
L
R
等

ω示
す
ご
こ
ろ
が
純
粋
瀞
般
に
つ
い
て
通
べ
た
る
場
A
V
E
同
様
で
あ
る

ご
す
る
o

頁
に
Z
を
以

τ利
子
を
ゐ
ら
は
す
。

'
H

石
町
等
を
以

τ各
生
産
段
階
に
於
て
支
抑
は
る
〉
乞
要
す
る
利

子
を
一
不
す
。

「
+
♂
十
N
M
H
日
yu

き
う
す
れ
ば
‘
各
段
階
に
於
け
る
生
産
物

ω調
格
は
・
究

ω如
〈
仁
表
示
せ
ら
れ
る
。

日
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何
十
N
:

-

:

(

凶

)

日

u
p
i
H
]
V
U
F
+
何
十
N
H
何

戸、

巴局
、〆

Z
は
一
定
期
間
に
生
産
の
匁
に
畠
賀
さ
れ
た
る
利
子

ω総
額
、

E
は
各
自

ω所
得

ω綿
額
で
あ
る
。
此
所
得

ω線

舗
は
利
子
ご
地
代
目
労
組
蹴
正
の
綿
績
に
嘗
り
、
静
態
ご
し
て
生
産
Z
消
費
ご
の
釣
合
を
保
つ
以
上
、
こ
の

E
rけ

を
以
て
期
間
川
町
会
生
魔
物
P
が
買
入
れ
ら
れ
る
o

而
も
此
金
生
産
物
P
は
此
期
間
-
い
於
工
生
産
せ
ら
れ
た
る
完
成

財
吉
相
等
し
い
薄
で
ゐ
る
。

見
方
を
か
へ
て
、
此
一
定
期
間

ω
共
健
的
な
る
生
産
物
を
生
産
手
段
・
消
費
手
段
(
完
成
財

)ω
ニ
Z
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
り
生
産
に
消
耗
せ

ιる
、
資
本
財

ω
伺
絡
を
d
げ
ご
す
る
、
叉
、

そ
れ
ぞ
れ

ω
生
産
に
要
す
る
勢
鋭
、
地

代
、
利
子
を
v
d
l
d
及
び
V
J
l
H
ご
す
る
o

叉
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
を

dyf芭
す
る
こ
正
、
前

ω
場
合
に
同
じ
。

( 

同

) 

。
、
+
(
『
+
1
ナ
吃

+
)
H
H
U
、

( 

H 
H 

) 

見
、
+
(
戸
、
、
+
吋
、
、
ー
十
N
ミ
)
H
司
、

静
態
で
あ
b
、

軍
純
再
生
産
が
行
は
る
る
以
上
、
生
産
手
段
の
生
産
物
J
y
は
両
部
門
に
於
て
消
耗
せ
ら
る
、

資
本
財
吉
相
等
し
〈
、
消
費
手
段
の
生
産
物
J
H
は
雨
部
門
に
於
け
る
労
銀
、
地
代
利
子
の
総
和
正
相
等
し
い
は
十

で
あ
る
。

H
t
H
n
、
・
十
九
J

司
、
、
H
(
て
十
円
、
、
)
+
(
円
、
十
円
、
、
)
十
(
N

、
+
見
、
)

論

議

経
済
静
理
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

一
九
九

型信

抗

五



諭
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組
締
静
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O 

節

税

主主

今
ま
で
は
、
完
成
剥
が
冗
ャ
一
稀
の
も

ω
で
あ
る
が

ω如
〈
考
へ
、
且
つ
、
英
生
産

ω各
段
階
に
於
り
る
数
多

ω企
業

ω生
産
物
を
一
回
と

L
て
考
へ
て
来
た
。
戒
は
ま
に
、
前
掲
の
式
の
解
蒋
E
L
て
瓦
に
弐
の
如
〈
に
云
ふ

こ
ど
も
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。
稲
々
な
る
完
成
財
が
同
一
一
政

ω
生
産
段
階
に
匝
品
川
せ
ら
る
、
も
の
ピ
般
定
し
、
而
L

て
、
各
段
階
に
於
り
る
す
ぺ
て
の
企
業

ω諸
生
産
物
を
一
回
ご
し
て
考
へ
て
末
記
。
而
し
て
、
此
各
集
困
の
胴
明
格

数
量
相
死
聞
に
如
何
な
る
閥
係
ゐ
る
か
を
明
仁
・
し
た

ω
で
あ
る
。
犯
は
更
に
輔
じ
て
、
各
主
胞
に
於

υる
均
衡
朕

態
を
考
へ
、
英
需
要

L
供
給

L
生
産
す
る
財
の
数
量
ご
そ
れ
ら
の
償
給
ご
の
問

ω
相
互
関
係
を
切
に
し
よ
う
ぜ
す

る。
此
正
治
神
越
に
於
け
る
こ
れ
ら
の
相
互
闘
係
を
特
徴
づ
け
る
も
り
は
次
の
議
結
に
存
す
る
こ
正
、
前
に
述
べ
た

る
ご
一
』
ろ
よ

b
L
て
自
ら
明
で
あ
ら
う
。

、.J一
所
得
的
獲
得
者

ω立
場
に
闘
し
て
。
同
一
の
生
産
財
凶
供
給
者
は
す
べ

τ
一
物
一
倒
的
法
則
仁
よ
り
一
1
同
一

の
煩
絡
を
受
取
る
・
従
ひ
て
之
を
例
れ
の
企
業
に
寅
る
も
同
一
の
所
得
を
受
〈
る
に
止
ま
る
o

こ
れ
は
所
前
所
得

の
均
等
の
法
則
的
意
味
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
。
日
一
勺
、
同
柿
の
生
産
財
は
残
り
な
〈
供
給
せ
ら
れ
る
、
云
は
h
v

供

給
量
が
由
貿
残
ら
ぬ
も
の
E
見
る
べ
き
で
ゐ
る
。

二
所
得
り
泊
此
賞
者

ω立
場
に
閲
し
て
。
此
購
入
者

ω
立
場
に
つ
h
y

て
は
、
生
産
財

ω痕
絡
が
購
入
除
カ
(
費
消

額
)
に
等
し
〈
、
而
し
て
そ
れ
は
各
財

ω購
入
に
む
け
ら
れ
た
る
貨
餅

ω
限
界
効
用
が
相
等
し
き
ゃ
う
に
な
さ
れ



る
。
所
得
限
界
劾
刈
の
平
準
り
法
則
。

一
二
企
業
主
櫨

ω立
場
に
閲
し
て
。
回
明
絡
は
常
に
生
産
費
に
等
し
い
。
所
謁
生
産
農
の
法
則
は
こ
れ
を
意
味
す

る
。
但
し
、
生
良
費

ω項
目
ご
し
て
此
場
合
、
利
子
が
歎
へ
ら
れ
る
。

此
等
の
副
賞
は
す
べ
て
、

M
f
秘
の
生
産
物
の
債
格
芭
そ
の
需
要
供
給
の
数
量
、
生
産
別
の
債
格
芭
去
の
需
要
供

給

ω数
量
正
の
均
衡
放
燥
を
一
示
す
ご
こ
ろ
の
衣
の
方
粍
式
組
織
の
一
中
に
示
さ
る
、
二
百
が
出
来
る
(
次
の
叙
逃
に

於
て
は
便
宜
の
た
め
、

目
白
等
す
べ
て
の
前
村
山
肌
の
意
味
す
る
ど
こ
ろ
を
す
べ
て
改
め
る
)
。

苫
き
に
は
n
っ
と
百
ふ
債
格
を
も
っ
一
純
の
完
成
則

ωみ
が
生
産
せ
ら
る
、
も
の
芭
な
し
た
が
、

一
歩
だ
り
事
質

仁
近
づ
〈
た
め
に
、
へ
へ
ん
・
・

-
A
n
の
完
成
財
が
生
産
せ
ら
れ
る
Z
す
る
o

而
し
て
・
そ
れ
ぞ
れ
の
債
格
を
仏

p， 
p~ 

下
順
衣
此
の
如
〈
す
る
o

は
ん
・
乙
一
式
ム
財
を
生
産
す
る
た
め
の
生
産
財
1
の
生
産
係
数
、

ろ
は
ん
財
り
た
め
の
生
産
財
l

の
生
産
係
数
、

口
勺
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
を
へ
ん
九

a
-
A
t
す
る
。
生
産
則
的
楠
頻
を
1
2
3

し
、
そ
れ
ぞ
れ

ω生
産
係
放
を
副
司
向
i
p
-
-
i
h
又
は

h
h
h
:
:
:
一-
L
-
-
E
i
-
-
九
九
九

-
F
:
:
も
と
す
る
o

ヨ
町
は
ん
財
の
た
め
の
生
産
財
上
の
生
産
係
数
。
以

内
向
は
ん
財
り
た
め
の
生
庵
財
2
の
生
産 a】・1

r 

E 

係
欽
o

以
下
ま
た
順
次
此
ゆ
如
〈
す
る
。
認
仁
生
産
係
数
E
云
ふ
は
、
新
仁
ル
生
産
物
一
間
半
位
を
増
加
す
る
仁
要
す

る
特
定
の
生
産
財
の
数
量
で
ゐ
る
。
此
場
合
に
は
、
粗
雑
の
見
方
を
し
て
、
ぞ
れ
が
一
般
仁
生
産
物
一
単
位
争
生

産
す
る
た
め
仁
要
す
る
特
定
の
生
産
則
の
数
量
正
相
等
し
ピ
す
る
。
却
も
生
産
物
一
躍
位
賞
り
平
均
に
必
要
な
る

前

叢

解
消
静
躍
に
ヲ
い
て

第
二
十
七
径

O 

第

量車

E 



E面

犠

結
構
静
趨
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

O 

第

韓

五
四

一
定
の
生
産
財

ω数
量
に
相
等
L
Z
す
る
。

一
慢
が
ら
一
五
へ
ば
新
に
生
産
物
一
回
単
位
を
生
産
す
る
じ
要
す
る
一
定

生
産
財
の
数
量
は
飯
仁
生
産
せ
ら
れ
た
る
生
産
物
の
数
量
に
件
う
て
異
な
る
わ
り
で
あ
ち
、
従
ひ
て
生
産
係
数
は

組
理
化
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
背
叫
に
は
そ
れ
が
生
産
物
の
数
量
に
臆
じ
て
強
化
せ

F
る
b
の
で
あ
る
正
一
疋
ふ
般
定
の

上
に
立
つ
。

こ
れ
は
事
例
を
筒
箪
化
せ

L
む
る
錦

ω考
察
上
の
手
段
に
外
な
ら
ぬ
o

な
ほ
生
産
財
1
2
3
:
・

r
の
州
問
秘
を
そ
れ
ぞ
れ

qnU口
市

も
ご
す
る
。

ま
づ
、
各
自
の
需
要
が
限
界
効
陥
卒
準
の
法
則
に
従
ひ
て
定
ま
る
も
の
ご
す
る
、
そ
れ
に
従
ひ
て
批
曾
全
憾
り

需
要
凪
数
が
定
ま
る
。
そ
的
上
、
均
衡
的
批
践
に
ゐ
h
て
は
、
話
要

ω数
量
Z
供
給
の
数
最
ご
が
相
等

LhI
。
か

(
て
弐

ω如
き
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
官
町
礼

a

-
町
内
は
完
成
財
へ
ん
:
・
:
・
・
九
仁
謝
す
る
需
要
を
九
九
・

九
は
そ
れ
ぞ
れ
の
則

ω供
給
数
量
全
示
す
。

zhu町
』
(
町

τ旬
u
h
-
-
:
-
P」

z
u
H同日
(
Pも
へ
:
J
i
-
-
F
H
U
S
)

宮口

H
司副
(
H
U
h
-
P

代コ
ロ
) 

財
へ
に
川
到
す
る
需
要
は
勿
論
そ

ω
倒
格
p
h
に
よ
h
て
左
右
せ
ら
れ
る
o

併
L
な
が
ら
、
そ
れ
ば
か

b
で
は
な

f
、

他
の
す
べ
て
の
刻
に
よ
り
て
も
亦
左
右
せ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
自
ρ
y
に
封
す
る
需
要
は
バ
Y

の
侭
格
高
け
れ
ば
少
〈



な
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
米
や
肉

ω伺
格
高
〈
な
れ
ば
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
微
妙
な
る
聯
絡
を
辿
・
り
て

ゆ
け
ば
そ
れ
は
す
ぐ
て
の
財
ゆ
伺
栴
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
れ
る
ご
云
ぴ
得
る
。

hr
〈
て
ん
に
樹
す
る
需
理
問
は
札
口

F占

-
n
町
内
耐
数
で
あ
る
三
見
4
0
0

以
下
順
次
此
的
如

L
3
此
粘
か
ら
見
て
も
、

一
則
的
指
嬰
は
他
的
、
す
べ

τ

の
則

ω師
岡
崎
帽
に
よ
h
て
左
右
せ
ら
れ
、
従
ひ
て
一
財

ω侭
栴
は
他

ω
す
べ
て
の
財
芭
密
接
な
る
相
聞
関
係
に
立
つ

こ
ご
を
知
、
り
得
る
。
財
A

刊
に
針
す
る
需
要
は
此
の
知
〈
他
り
す
べ

τの
財

ω便
格
に
依
存
す
る
に
し
て
も
、

そ
0) 

需
要

ω大
吉
は
各
主
飽
に
於
げ
る
限
界
殺
川
平
準
的
怯
則
に
支
配
ゼ
ら
れ

t
定
ま
る
こ
と
は
前
週

ω
如
〈
で
あ

る
。
此
方
和
式
集
則
的
表
而
に
は
各
主
慨
に
於
け
る
此
法
則
の
作
加
は
揃
き
出
き
れ
て
ゐ
な
い
、

たい
Y

一
耽
品
目
る
よ
髄

の
需
要
的
伺
格
に
封
す
る
依
存
関
係
山
み
が
示
古
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
簡
明
智
主
ご
し
た
る
錨
で
あ
る
o

出司

H
〉
4

一
zeu〉
a

u
z
a
M
U
〉
p

こ
れ
は
均
衡
紋
腿
に
於
け
る
各
完
成
財
内
需
要
供
給
内
相
等
し
き
こ
ご
を
示
す
も
の
で
ゐ
る
。
此
供
給
数
量
ご

生
産
叫
問
、
詳
し
〈
云
へ
ば
最
高
次

ω生
産
財
(
究
局
内
生
産
財
)
の
数
量
己

ω悶
に
は
次

ω如
き
関
係
が
ゐ
る
o

生

産
財
1
ヨ
3

r
の
そ
れ
ぞ
れ
の
金
供
給
抵
(
全
存
在
量
じ
等
し
)
を
九
凡
凡

に
ご
す
る
。

同
州
司

H
P
-
-〉

4+♂
・
】
〉
頑
十

十

hr・-kf

同
2
H
P
-
N
〉
一
+
m
Y
N
-
M
〉
ヨ
+

十

ω
p
q伊
ロ

. . . 
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. . . . . 

. 

. 

. 
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論

讃

組
梼
静
混
に
つ
lu

て

婦
二
十
七
巷

。
四

第

披

五
六

同

" '" 
〉

+ 
r 
〉

+ 

+ 
P 
L 
M 

こ
の
戒
は
生
産
財
の
金
供
給
量
が
生
産
の
縛
に
消
費
せ
ら
る
、
こ

Z
従
ひ
て
貰
幾
ら
F
る
・
』
己
を
一
市
す
も
の
で

ゐ
る
。
生
産
財
の
伺
絡
ピ
生
産
物

ω伺
格
ご
の
閥
係
は
究

ω方
程
式
を
以
て
一
市
古
る
o

'" 
A 

+ 
印

刷

A 
N 

十

+ .， 
同

A 
吋

" 司

.P> 
A 

十

P 
A 
" 
十

+ 
.l' 
吋

占
阿

" 吋コ

P
-
A
-
+
F
・
ρ
A
N
+

:
+
m
w
d
H
A岡
山

H司
闘

こ
れ
は
償
絡
的
生
康
旋
風
則
い
支
配
を
示
す
ご
同
時
仁
、
同
開

ω生
産
財
が
同
一
の
例
格
品
川
』
有
す
る
こ
己
、
卸

も
所
得
均
等
山
口
法
則
を
も
一
軍
す
。
こ
れ
ら

ω
式
が
蛍
然
に
次

ω闘
係
も
亦
知
ら
る
、
誇
で
あ
る
。

-
・
+
A
H岡
山
崎

H
H
H白
河

?
〉
』
十
』
M
M
〉
u
+
・
・
:
E
E
E
l
-
-
-
-
-
:
・
:
-
-
-
-
E
・
E
・
-
・
:
・
・
:
:
+
』
M
M
〉
回
H
h
H
M
〉

N
A
一m
H
何

H
H
恒
「
〉

生
産
財
り
倒
絡
的
飽
和
は
所
得
叫
総
額
に
等
し
〈
、
後
者
は
ま
た
生
産
物

ω間関絡
ω総
和
に
等
L
ぃ
。
か
〈
て

A
h
m
H
+円
山
凶

H
r
+
Z
E
-
-
E
i
-
-
-
;

何
等
山
資
本

ω
蓄
積
も
替
ま
れ
宇
、
同
一
の
規
模
に
於

τ生
産
が
〈
b
返
さ
れ
る
。
仰

I
故
後
に
附
加
し
た
る
式
を
除
(
ほ
4

目
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
組
織
は
ず
ベ
て
こ
れ
を

D
9
セ
ル
の
倒
格
川
成
の
掛

る
も
的
て
あ
る
。
カ
ッ
セ
ル
に
あ
り
て
は
、
方
桂
式
自
般
企
未
知
動
(
た
と
へ
ば
生
産
物
山
倒
特
の
如
き
)
の
離
と
の
刷
保
よ
り
、

の
叙
市
山
山
巾
か
ら
借
り
車
れ

一
方
に
は
そ
の
巾



何
れ
か
ピ
既
知
鑑
で
あ
れ
ば
他
の
も
白
出
算
定
し
得
ら
る
る
と
と
、
他
方
に
は
、
こ
れ
と
れ
の
臨
件
計
奥
へ
ら
る
れ
ほ
慣
持
出
必
然
に
一
義
的
に
決

定
せ
ら
る
誌
と
と
を
示
す
鈷
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
私
は
今
た
ピ
、
こ
れ
を
静
態
の
描
潟
の
た
め
に
借
り
車
れ
る
ま
-
て
で
あ
る
。
而
も
ζ

れ
に

K
9

て
も
な
ほ
、
ま
づ
、
情
格

ω問
ι存
す
る
相
閥
的
闘
係
を
一
所
し
う
る
と
思
n

針
。
叉
需
要
両
政
卸
ち
伺
値
同
駐
日

h
:
・
日
さ
へ
拠
へ

ι札
た
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
技
術
保
町
即
ち
止
産
係
射
が
一
定
し
て
府
り
、
叉
生
産
財
白
駐
誌
が
一
定
し
て
賠
る
以
上
、
比
甜
物
の
酎
盤
側
格
と
は
ま
た
.
定

す
る
も
白
で
あ
る
と
&
も
、
以
上
回
方
程
式
か
ら
推
知
さ
れ
う
る
。
今
此
劫
に
立
人
り
て
詳
説
す
る
乙
と
は
私
自
仕
事
で
は
な
い
。

生
産
物
の
劃
故
に
鎚

F
て
車
庫
師
動
目
磁
化
す
る
こ
と
も
一
般
的
な
る
事
貨
で
あ
る
が
、
己
L

に
は
そ
れ
を
鱈
化
せ
ず
る
も
ゆ
と
し
て
考
へ
て
車

た
。
と
れ
位
レ
オ
シ
・
ヲ
ラ
具
、
カ
ヲ
セ
ル
由
一
帯
方
に
そ
固
ま
主
総
口
た
る
も
の
で
あ
る
。
止
産
係
般
を
艇
化
す
る
も
?
と
し
て
曜
批
へ
る
バ
レ
ト

白
且
解

ιζ
れ
よ
リ
も
暗
躍
に
事
貨
に
近
い
@
加
之
、
正
面
輯
搬
を
ば
全
然
技
制

ωれ
州
諸

ιよ
り
て
一
一
ん
せ
る
も
の
と
且
た
の
も
正
雌
て
は
な
い
。
技

術
は
生
皆
保
取
の
鎚
化
し
う
る
以
外
在
定
め
る
。
此
幽
界
内
に
於
て
広
位
保
町
が
削
何
千
う
に
砿
定
せ
ら
る
λ

か
は
一
に
、
比
陸
財
の
倒
絡
に
よ

る
叫
か
〈
て
生
産
財
山
倒
杭
は
全
然
比
産
物
の
倒
格
に
よ
り
、
決
定
せ
ら
る
、
被
決
定
者
と
み
が
た
{
、
そ
れ
自
他
品
開
化
L
3
る
自
槌
般

cあ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
由
。

止
産
財
目
指
抗
出
ぬ
め
奥
へ
ら
れ
、
そ
れ
が
す
ペ
て
生
産
の
誌
に
曲
目
的
廿
ら
る
%
と
詰
ふ
恨
定
、
も
常
に

ιず
し
も
あ
て
は
ま
る
止
日
一
司
ひ
が
た
い

で
あ
ら
う
。
併
し
、
と
れ
ら
の
詳
酬
に
つ
い
て
も
亦
逼
べ
な
い
、
と
れ
わ
に
ワ
い
て
は
、
ハ
レ
ト
の
綿
密
な
る
恥
放
を
品
世
間
せ
ら
る
る

ζ

と
を
望

む
。
円
円
戸
切
開
「
叶
HHZ司
ZmnEmwME古一
-croロ
Oヨ
】
夕
日
・
ロ
。
『
・
大
山
信
三
民
邦
語
一

λ
カ
頁
以
下
。

H
Zロ
4
C
弓
と
日
一
問
、
世
削
E
o
n
Z
円

h
Sコ
。
目
Z

HUOH】Z
A話
回
U
Z
日
(
広
吉
。
ロ

ι
品目ロ

E
t
a
-
也
・
日

H
m
m
ω
Z・』】
2
3
5
足
首
百
一

q
m
n
oロ
O
E
-
0
3
5
5
5
-
H】
mO山

0
2
2

此
拘
嗣
批
抽
明
白
柏
山
品
は
証
に
立
入
り
て
各
部
掛
主
挫
の
需
給
従
ひ
て
各
車
慌
に
於
け
る
似
非
劫
川
千
件
山
番
に
つ
い
て
な
さ
る
込
を
裂
す
る
が
、

ζ

h

に
は
す
べ
て
立
入
ら
由
ζ

と
込
し
て
ん
る
。
と
れ
ら
に
う
い
て
は
ロ
ザ
シ
ヌ
抵
、

ζ

と
に
パ
レ
ト
の
著
作
に
ワ
い
て
知
る
こ
と
を
製
す
る
。

苫

τ、
此

ω如
、
芦
静
越

ω柿
寓

は

も

ど

よ

b
正

鵠

静

態

に

つ

い

て

試

み

ら

れ

た

る

も

ωで
め

る

。

但

し

、

此

際

注
意
を
要
す
Z
-
』
己
は
生
産
財
の
数
量
p
h
D内

丸

山

中

、

資

本

財

ω用
役

(

又

は

そ

ω買
入

に

役

立

て

る

資

諭

叢

魁
稗
静
践
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

O 
E 

停

量直

宝E

t 
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扱
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本
の
用
役
)
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
こ
ご
で
あ
る
。
若
し
競
守
の
結
果
Z
し
て
、
殿
省
静
態
が
成
立
す
る
な
ら
ば
資
本

財

ω用
役
は
地
代
を
生
品

r
y
る
土
地
的
用
役
Z
等
し
く
師
間
格
を
有
せ
す
、
従
ひ

τ、
此
方
耗
式

ω表
面
に
現
は
れ

家
ら
ぬ
(
若
し
-
』
れ
を
表
は
す
ご
し
た
ら
ば
、
そ
凶
倒
格

q
は
容
で
ゐ
る
)
0

此
資
本
財

ω
用
役
一
一
'
表
而
に
現
は

れ
5
る
か
、
又
は
視
は
る
、
か
の
差
に
よ
h
て
、
同
一
の
方
程
式
組
械
が
或
は
そ
の
ま
、
正
慌
静
般
的
揃
潟
ど
な

hv
、
戒
は
そ
の
ま
、
巌
密
静
般
的
川
畑
山
崎
ご
も
な
る
o

たい
Y

弐
に
設
が
む
ご
す
る
安
定
静
態
に
王
h
τ
は
、
此
駄
に

於
て
-
』
れ
ら
巴
会
t-超
を
回
出
に
す
る

Q

五

安

定

青書

態

純
粋
静
態
ピ
正
街
蹴
腿
ピ
を
臥
別
す
べ
き
胤
は
資
本
利
州
側
、
従
ひ
て
利
子
の
消
滅
し
て
ゐ
る
か
否
か
に
あ
る
。

云
は
uy

、
そ
れ
ほ
ど
に
競
争

ω行
き
指
し
て
ゐ
る
か
否
か
に
あ
る
。
而
も
、
各
企
業
が
其
生
産
方
法
を
同
じ
く
し

て
ゐ
る
紡
に
於
て
は
ニ
者
同
一
で
あ
る
。
然
る
に
正
常
静
態
ど
安
定
静
態
ご
の
鼠
別
は
(
競
守
の
如
何
な
る
貼
ま

で
行
き
識
し
て
ゐ
る
か
の
差
巣
か
ら
来
て
は
ゐ
る
も
の
、
)
、
自
ら
別
の
紬
に
存
す
る
。
前
越
の
如
〈
、
企
業
別
澗

の
有
無
、
企
業
阿
仁
於
け
る
生
産
方
法
の
差
異
の
存
否
が
帥
も
そ
れ
で
ゐ
る
。
安
定
静
般
に
ゐ
h
て
は
、
各
企
業

の
生
産
方
法
、
従
ひ

τ其
規
模
が
一
様
で
は
な
い
G

某
結
果
正
し
て
、
数
多
の
企
業
は
利
子
を
暴
げ
得
る
の
み
な

ι中
、
そ
の
上
仁
企
業
利
潤
を
も
あ
げ
る
。
債
格
は
限
界
的
企
業
に
於
け
る
生
産
費
、
却
も
最
高
生
産
投
に
よ
り



イ
し
決
定
せ
り
れ
る
。
こ

ω長
後
の
鮪
は
安
定
ず
静
態
己
純
粋
情
態
ピ
に
相
共
通
す
る
黙
で
ゐ
る

Q

此
の
如
吉
川
肌
践
が
一
閉
め
静
態
で
ゐ
る
所
以
は
い
づ
こ
に
存
す
る
か
、
又
そ
れ
は
戯
需
が
如
何
な
品
過
程
ピ
僚

件
三
を
通
じ
て
生
ヒ
得
る
所
で
あ
る
か
o
先
づ
前
山
り
動
か
ら
考
へ
た
い
1

ピ
思
ふ
o

そ
れ
が
一
制
の
様
態
で
あ
る
所
以
は
ま
づ
第
一
に
所
得
己
消
費
と
の
相
依
ふ
こ
吉
、
少
〈
も
殆
ど
相
等
じ
き
駄

仁
存
す
る
。
か
く
て
資
本
の
蓄
積
が
行
は
れ
宇
、
各
企
業
そ
れ
ぞ
れ

ω現
存
の
生
産
方
法
は
容
易
に
改
め
ら
れ
る

守
}
ご
が
出
来
的
制
。
然
れ
ど
も
、
こ
れ
に
け
の
黙
に
て
は
‘
そ
れ
を
受
動
的
静
態
か
ら
磁
別
す
る
三
正
が
出
来
な
い

で
あ
ら
う
。
第
二
、
新
な
る
競
守
の
努
力
を
以
て

L
て
も
癖
易
仁
此
拡
態
が
整
早
せ
ら
れ
凶
ほ
ど

ω安
定
デ
ぜ
保

一
方
に
於

τ、
各
企
業
は
自
己
の
現
存
の
繍
技
能
力
、
従
ひ

τ生
産
法
改
善
的
能
カ
を
以

τし
て
は

っ
て
ゐ
る
。

出
来
う
る

rり
の
副
伝
説

L
て
ゐ
る
。
劣
れ
る
生
産
方
法
を
ど
る
ピ
こ
ろ
の
企
業
が
之
を
改
め
む
正

Lτ
、
そ
の

資
本

ω
制
連
能
力
に
制
限
が
あ
る
た
め
に
(
蓄
積
に
よ
る
に
せ
よ
、
又
は
合
同
其
仙
の
方
法
に
よ
る
に
せ
よ
)
、

進
み
て
は
ま
花
凶
定
的
設
備

ω綾
改
の
急
落
に
は
不
可
能
な
る
た
め
に
之
を
改
め
る
こ
ご
が
出
来
ぬ
。
他
方
に
於

て
、
各
企
業
は
其
現
存
の
設
備
、
従
ひ
て
生
産
方
法
会
以
て
し
E
は
、
出
来
得
る
限
h
布
利
に
こ
れ
を
利
用

L
う

る
だ
け
の
努
力
を
誕
し
て
ゐ
る
。
従
ひ
て
、
如
何
仁
競
争
が
は
げ
し
〈
な
る
Z
し
て
も
、
各
自
が
今
り
ま
、
の
設

怖
を
以
て
し
て
は
、
真
に
生
志
向
践
を
低
廉
な
ら
し
む
る
こ
ご
も
出
来
す
、
叉
は
更
に
生
産
数
量
を
増
加
す
る
こ
ご

も
出
来
ぬ
で
あ
ら
う
。
か
〈
て
競
争
の
こ
れ
以
上
叫
進
行
に
謝
し

τ
一
一
利
の
輸
止
め
が
加
へ
ら
れ

τゐ
る
。
に
い
V

競
宇
M
Y

組
制
剖
的
に
こ
れ
以
上
に
進
み
得
5
る
や
吉
一
五
ム
に
さ
う
で
は
な
い
o

若
し
・
蓄
同
国

ω努
力
が
行
は
れ
る
な

言首

議

内
情
H
W
留
に
つ
い
て

第
二
I
七
巻

υ 
ーヒ

宮高

枕

ヨ五
九
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急
一
い
は
岡
定
設
耐

ω取
か
へ
が
た
〈
、

又
蓄
積
し
う
る
ご
-
』
ろ

rげ
で
急
仁
は
最
良

ω設
備
じ
到
法
上
得

ぬ
に
も
せ
よ
、
長
吉
歳
月

ω
努
力
に
よ
b
て
は
、
何
れ
の
企
業
も
其
生
産
方
訟
を
麹
化
せ

L
め
う
る
に
至
る
で
あ

ら
う
，
而
し
て
、
正
常
朕
魁
ご
し
て

ω静
柏
崎
り
成
立
し
う
る
こ
ピ
も
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
、
安
定
一
前
態
が
一
一
利
の

準
耐
強
な

b
t
云
ふ
所
以
で
め
る
。

然
ら
ば
裁
崎
市
は
如
何
な
る
道
行
正
保
件
ご
に
よ
hJτ
か
、
る
扶
態
を
賞
現
L
う
る
か

Q

先
づ
競
守
に
よ
h
τ
多

占
利
潤
が
取
除
か
れ
ね
ば
な
ら
旧
制
。
需
要
の
縫
化
、
新
し
き
和
類
り
殿
山
り
創
建
に
よ
・
り
て
傾
椅
が
著
し
〈
生
産
設

に
超
過
す
る
ニ
ど
が
あ
る
、
競
守

ω結
果
、
供
給
が
増
加
し
て
此
超
過
が
消
滅
す
る
に
至
る
で
あ
ら
，
ョ
。
突
に
、

統
領

ω結
果
ご
し
て
、
各
企
業
は
共
現
在
の
事
情
の
前
す
限
与
、
有
利
な
る
生
産
方
法
を
惑
な
で
ゐ
ら
う
。
そ
の

活
に
は
出
来
る
だ
け
、
生
産

ω規
模
を
蹄
扶
す
る
。
或
は
自
己
の
資
本
の
蓄
積
に
よ
b
、
或
は
備
入
・
其
仙
の
調

達
方
法
、
特
に
株
式

ω募
集
に
よ

h
、
或
は
令
同
に
よ
る
ご
云
ふ
が
知
き
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ

h
て
。
而
も
純
々

な
る
事
情

ω差
異
か
ら
、
同
施

ω産
業
分
校
に
凶
加
す
る
一
部
分
の
も
の
の
み
が
最
も
有
利
な
る
生
産
方
法
を
利
用

L
、
そ
の
他
は
は
そ
れ
ぞ
れ
い
〈
ら
か
づ
、
不
利
な
る
伎
座
方
法
を
守
る
の
巳
を
得
さ
る
に
重
る
で
あ
ら
う
。
か

〈
て
限
界
的
企
業
に
於
り
る
生
産
裂
が
償
絡
を
決
定
す
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
に
ゐ

bτ
は
何
等

ω資
本
利
潤
も
な

い
。
廷
に
有
利
な
る
生
産
方
法
を
利
用
し
っ
、
あ
る
企
業
に
ゐ

h
て
は
、
此
有
利
さ
の
粍
皮
に
臆
む
て
そ
れ
ぞ
れ

.
超
費
総
剰
を
獲
得
す
る
、
利
子
を
支
抑
ひ
て
共
上
仁
な
は
企
業
利
潤
を
も
ゐ
向
、
る
も
の
が
あ
る
告
で
あ
る
。
而

も
、
競
崎
市
の
行
は
る
る
に
拘
は
ら
守
、
生
産
方
訟
の
均
等
で
あ
h
符
ゴ
る
こ
ご
は
、
一
方
に
於

τ、
各
企
業
が
其
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特
妹

ω一
帯
怖
か
ら
、
生
産
規
模
を
筑
叫
慨
し
得
る
限
度
に
差
等
ゐ
る
に
よ
る
ご
は
云
へ
、
叉
他
方
仁
於

τ、
五
百
利
の

地
位
に
ゐ
る
少
数
の
企
業
の
規
模
が
会
万
一
弾
額
を
生
産
し
得
る
ほ
ど
大
な
ら
F
る
に
よ
る
o

者
し
各
企
業
の
個
別

的
資
本
が
十
分
に
大
に
し
て
、
最
も
有
利
な
る
生
産
方
法
を
利
用
す
る
も
の
の
み
に
杢
需
要
に
感
じ
う
ゐ
な
ら

ば
、
そ
れ
以
下
の
地
位
に
め
る
企
業
は
消
滅
の
己
む
な
き
に
立
至
る
で
ゐ
ら
う
c

此
酷
聞
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
競
争
的

真
に
進
み
て
直
前
静
践
を
成
立
せ
し
む
る
に
至
ら
ざ
る
だ
け
の
愉
止
め
が
施
主
れ
て
ゐ
る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
比
倫
止
の
カ
の
十
分
な
且
限
h
、
安
定
締
娘
一
炉
心
仔
立
仁
得
る
o

此
安
定
静
践
に
ゐ
り
て
は
、
若
し
、
ゐ
ら
ゆ
る
生
産
段
階
り
限
芥
的
企
業

ω生
産
物
の
み
に
つ
い
て
見
る
記
す

れ
ば
、
最
終
段
階
り
生
産
物

ω伺
格
九
は
す
べ
て
の
生
産
段
階
に
技
苫
れ
た
る
地
代
祭
銀
の
飽
和
に
等
し
ご
云
ひ

得
る
筈
で
ゐ
る
G

に
h
y

限
外
的
企
業
以
外
の
も
の
、
印
ち
最
も
不
利
な
る
も
の
よ
b
も
多
少
ご
も
有
利
な
る
生
産

方
法
を
利
用
す
る
企
業
の
生
産
物
に
つ
い
て
見
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
は
地
代
、
勢
銀
h
a
合
h
u
の
み
な
ら
宇
、
資

本
の
用
役
山
り
削
倒
格
己
し

τの
利
子
を
合
み
、
進
み

τは
・
企
業
利
測
を
も
合
む
。
前
例
仁
於
付
る
が
如
く
、
第
銀

を
L
、
地
代
を
R
、
利
子
を

z・
企
業
利
制
仰
を
G

t
す
れ
ば
、
ニ
え
期
間
に
於
り
る
倒
絡
に
於
り
る
生
産
額
F
、

従
ひ
て
此
期
間
に
生
産
せ
ら
れ
た
る
長
終
生
産
物

ω煩
格
的
総
和
凡
は
-
』
れ
ら

ω
も

ω
凶
総
計
に
等
し
い
。

】

VHHUEH円
十
同
↑

N
+

。-u同

而
も
、
夫
れ
夫
れ
り
生
産
財
倒
絡
り
飽
和
が
期
間
山
引
所
得
で
あ
'
り
、
従
ひ
T
一
静
山
胞
が
お
什
縦

τ
る
以
上
、
此
所
得

E
は
生
産
せ
ら
れ
た
る
倒
格
の
大
き
F
に
等
し
い
o

論

畿
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に
つ
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